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整
形
外
科
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
医

師
の
専
門
性
を
重
視
し
、
長
野
医
療

圏
の
整
形
外
科
の
拠
点
お
よ
び
最
終

病
院
と
し
て
、
急
性
外
傷
か
ら
慢
性

疾
患
ま
で
、
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ

も
参
加
し
た
チ
ー
ム
医
療
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

関
節
外
科
で
は
、
膝
関
節
や
股
関

節
な
ど
下
肢
関
節
疾
患
を
中
心
に
診

療
を
行
っ
て
い
ま
す
。
変
形
性
膝
関

節
症
に
対
し
て
は
、「
関
節
鏡
手
術
」

「
膝
周
囲
骨
切
り
術
」「
人
工
膝
関
節

置
換
術
」
な
ど
の
手
術
を
、
患
者
さ

ん
の
年
齢
や
活
動
レ
ベ
ル
、
ニ
ー
ズ
に

応
じ
て
選
択
し
て
い
ま
す
。
特
に
、

膝
周
囲
骨
切
り
術
は
比
較
的
活
動
性

が
高
い
患
者
さ
ん
に
行
っ
て
い
る
手

術
で
、
こ
こ
数
年
で
劇
的
に
そ
の
適

応
が
拡
大
さ
れ
、
手
術
手
技
や
固
定

器
具
が
改
良
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
従
来
、
変
形
性
膝
関
節
症

の
患
者
さ
ん
に
は
高
位
脛
骨
骨
切
り

術
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
最
近
で

は
、
高
位
脛
骨
骨
切
り
術
に
大
腿
骨

遠
位
端
骨
切
り
術
を
組
み
合
わ
せ
た

D
ouble level osteotom

y

と
い
う

手
術
も
行
っ
て
い
ま
す
。
長
野
県
で

は
ま
だ
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
ま
せ

ん
が
、
術
後
に
そ
の
患
者
さ
ん
本
来

の
膝
機
能
を
発
揮
し
や
す
く
な
る
と

考
え
、
当
院
で
は
適
応
を
選
ん
で
積

極
的
に
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

《
人
工
関
節
セ
ン
タ
ー
》

人
工
膝
関
節
置
換
術

　

当
院
が
得
意
と
す
る
手
術
の
一
つ

で
、
年
間
約
１
６
０
関
節
に
施
行
し

て
い
ま
す
。
近
年
、
様
々
な
特
徴
を

持
っ
た
人
工
関
節
が
開
発
さ
れ
て
お

り
、
変
形
の
程
度
や
年
齢
・
活
動
性

を
考
慮
し
、
ま
た
機
能
し
て
い
る
部

分
を
最
大
限
温
存
で
き
る
よ
う
に
、

術
式
を
使
い
分
け
て
い
ま
す
。

整
形
外
科

  

関
節
外
科

診
療
最
前
線

脊
椎
・
椎
間
板

下

　
　肢

上

　
　肢

2018 年患者数
外来：55,806 人

（1 日平均 210.0 人）
入院：27,852 人

（1 日平均 76.4 人）
2018 年手術件数：1353 件
外傷：706 件

（上肢 200 件、下肢 495 件、
脊椎など 11 件）
疾病：647 件

（上肢 197 件、下肢 336 件、
脊椎など 114 件）

人工膝関節手術の術式

UKA（単顆置換型）
　■膝内側のみ置換する

TKA
（全置換型）

BCR 型（両十字靭帯温存型）
　■前十字・後十字靭帯ともに温存する
CR 型（後十字靭帯温存型）
　■後十字靭帯のみを温存する
CS 型、PS 型（十字靭帯代償型）
　■損傷した十字靭帯の機能を補う

整形外科は、骨・関節・筋肉・靭帯・腱・脊髄・神経の疾患および
外傷による損傷を治療します。首から腰にかけての脊椎、上肢およ
び下肢の疾病、外傷を主に扱う診療科です。

瀧澤　 勉

小藤田能之

山㟢 郁哉

豊田　 剛

北原　 淳松永 大吾

尾㟢 猛智

中村 順之

小山 勇介

望月 正孝

Double level osteotomy

大腿骨
遠位端骨切り術→

高位脛骨
骨切り術→

水谷 康彦

UKA

TKA（BCR 型）
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療
し
ま
す
。
肩
関
節
で
は
腱
板
断
裂
、

五
十
肩
、
変
形
性
肩
関
節
症
、
肘
で

は
変
形
性
肘
関
節
症
、
肘
部
管
症
候

群
、
手
関
節
お
よ
び
手
で
は
腱
鞘
炎
、

手
根
管
症
候
群
、
母
指
の
Ｃ
Ｍ
関
節

症
、
変
形
性
手
関
節
症
な
ど
の
変
性

疾
患
に
対
す
る
治
療
を
行
い
ま
す
。

ま
た
肩
、
肘
、
手
関
節
の
ス
ポ
ー
ツ

障
害
、反
復
性
肩
関
節
脱
臼
、肩
、肘
、

手
関
節
及
び
そ
れ
ら
の
周
囲
の
骨
折
、

さ
ら
に
上
腕
、
前
腕
、
手
指
の
骨
折
、

変
形
治
癒
骨
折
に
対
し
て
も
治
療
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

高
齢
社
会
と
な
り
、
加
齢
に
伴
う

脊
椎
脊
髄
疾
患
（
骨
粗
鬆
症
、
脊
椎

圧
迫
骨
折
、
脊
柱
管
狭
窄
症
、
靭
帯

骨
化
症
、
頚
髄
症
な
ど
の
疾
患
）
が

増
加
し
て
い
ま
す
。
問
診
と
詳
細
な

人
工
股
関
節
置
換
術

　
「
前
方
ア
プ
ロ
ー
チ
（
Ｄ
Ａ
Ａ
）」
と

い
う
股
関
節
前
方
か
ら
行
う
手
技
は
、

皮
膚
切
開
が
短
く
、
筋
肉
・
神
経
・

血
管
へ
の
負
担
も
少
な
く
早
期
か
ら

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
え
る
た

め
、
世
界
で
も
徐
々
に
普
及
し
て
い

ま
す
。
当
院
で
は
Ｄ
Ａ
Ａ
に
工
夫
を

加
え
た
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
と
い
う
手
技
を
導

入
し
、
年
間
約
70
〜
80
例
に
施
行
し

て
い
ま
す
。
安
定
し
て
脚
を
保
持
で

き
る
装
置
（
レ
ッ
グ
ポ
ジ
シ
ョ
ナ
ー
）

を
使
用
し
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
透
視
画
像

を
確
認
し
な
が
ら
人
工
関
節
を
よ
り

正
確
に
設
置
す
る
こ
と
で
、
安
定
し

た
手
術
成
績
を
収
め
て
い
ま
す
。

　

上
肢
の
外
科
は
お
も
に
肩
関
節
か

ら
手
指
ま
で
の
疾
患
及
び
外
傷
を
治

診
察
に
、
Ｘ
線
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
Ｃ
Ｔ
、

骨
密
度
な
ど
の
画
像
解
析
を
加
え
診

断
し
ま
す
。
治
療
は
ま
ず
手
術
以
外

の
方
法
に
よ
る
症
状
緩
和
、
あ
る
い

は
日
常
生
活
上
の
ア
ド
バ
イ
ス
、
薬

物
療
法
、
運
動
療
法
、
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
、
お
よ
び
当
院
ペ
イ
ン
ク

リ
ニ
ッ
ク
と
連
携
し
た
ブ
ロ
ッ
ク
治

療
な
ど
の
保
存
療
法
を
行
い
ま
す
。

そ
れ
で
も
症
状
が
改
善
し
な
い
場
合

に
手
術
療
法
を
選
択
し
、
顕
微
鏡
や

高
解
像
能
透
視
装
置
、
術
中
脊
髄
誘

発
電
位
、
脊
椎
内
視
鏡
を
駆
使
し
て

低
侵
襲
で
安
心
安
全
な
除
圧
術
・
固

定
術
・
矯
正
術
を
行
い
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
外
傷
や
障
害
全

般
を
対
象
と
し
て
お
り
、
県
内
外
か

ら
多
く
の
患
者
さ
ん
が
来
院
し
ま
す
。

治
療
の
中
心
は
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
と
外
科
的
治
療
（
手
術
）
で
、
患

者
さ
ん
の
競
技
種
目
や
身
体
特
性
を

考
慮
し
て
最
適
な
治
療
法
を
選
択
し

て
い
ま
す
。
特
に
前
十
字
靭
帯
再
建

術
・
半
月
板
縫
合
術
・
軟
骨
移
植
術

な
ど
膝
関
節
や
足
関
節
の
関
節
鏡
視

下
手
術
の
件
数
は
全
国
的
に
も
突
出

し
て
い
ま
す
。

　

当
科
の
理
念
は
「
時
間
が
か
か
っ

て
も
最
高
の
状
態
に
持
っ
て
い
く
」

こ
と
で
あ
り
、
早
期
競
技
復
帰
を
望

む
患
者
さ
ん
か
ら
す
れ
ば
も
ど
か
し

く
感
じ
る
場
合
も
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
流
行
に
流
さ
れ
る
こ
と
な

く
、
高
み
を
目
指
し
て
診
療
に
あ
た

っ
て
い
ま
す
。

  

上
肢
の
外
科

  

脊
椎
外
科

  
ス
ポ
ー
ツ
整
形
外
科

整
形
外
科
初
診
患
者
さ
ん
は
か
か
り
つ
け

医
か
ら
の
紹
介
状
（
診
療
情
報
提
供
書
）

が
必
要
で
す

　

整
形
外
科
は
完
全
予
約
制
で
、
初
診
患
者
さ

ん
は
紹
介
状
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
緊
急
入
院
を
要
す
る
場
合
は
従
来
ど

お
り
、
紹
介
状
が
な
く
と
も
救
急
診
療
に
て
対

応
い
た
し
ま
す
。

術中は、レッグポジショナーを
用いて下肢の動きを抑制します。

腰椎分離すべり症
の X 線画像

きめ細やかで充実したリハビリ
テーションを提供しています。

デュピュイトラン拘縮に対し、
手術治療だけでなく注射による
治療も行っています。

エ
イ
ミ
ス

術後

術前


